
尾道市立栗原小学校

小学校教科担任制推進

発表の流れ

１ 教科担任制推進加配の指導体制

２ 今年度の取組

３ 成果と課題

４ 今後に向けて



指導時数（週）指導学年指導教科名

5.14年 3クラス音楽科

4.25年 3クラス音楽科

4.26年 3クラス音楽科

5.15年 3クラス家庭科

4.86年 3クラス家庭科

４今後に向けて３成果と課題２今年度の取組
１教科担任制推進
加配の指導体制

教科担任制推進加配による専門指導
８教科型

２３．４（合計授業時数）

本年度は６年生で実施

指導時数（週）指導学年指導教科名

９６年 3クラス理科

４．２６年 3クラス図画工作科

専科指導による専門指導

１３．２（合計授業時数）

４今後に向けて３成果と課題２今年度の取組
１教科担任制推進
加配の指導体制

担任外の授業数は各クラスとも１０時間



６年生学級担任による交換授業

４今後に向けて３成果と課題２今年度の取組
１教科担任制推進
加配の指導体制

担任する学級以外の授業時数

（週当たり）担任名

時数計時数教科名指導する学級

10

3社会６－２

６年１組担任
2外国語６－２

3社会６－３

2外国語６－３

8
4国語６－１

６年２組担任
4国語６－３

10
5算数６－１

６年３組担任
5算数６－２

• 教科担任制推進教員と教務主任が、それぞれの専科
担当に確認して週案原案を作成する。

• 学年主任と週案を確認しながら変更を行い、週案を
確定する。

時間割の作成について
全体の時間割を前週の火曜日に作成

・クラス間で差が無いように配慮する。
・出張等で自習にならないよう、組み替えをする。

４今後に向けて３成果と課題２今年度の取組
１教科担任制推進
加配の指導体制

配慮事項



時間割作成の工夫

４今後に向けて３成果と課題２今年度の取組
１教科担任制推進
加配の指導体制

ホワイトボードを
活用

情報共有

• 専科と学級担任、学年間での交流

４今後に向けて３成果と課題２今年度の取組
１教科担任制推進
加配の指導体制



児童・保護者への発信

４今後に向けて３成果と課題２今年度の取組
１教科担任制推進
加配の指導体制

学校便り、
学年通信で
周知

職員研修

４今後に向けて３成果と課題２今年度の取組
１教科担任制推進
加配の指導体制



３ 成果と課題

１ 児童アンケートより

２ 教員の声

３ 成果と課題

４ 今後に向けて

４今後に向けて３成果と課題２今年度の取組
１教科担任制推進
加配の指導体制

１ 児童アンケートより

41.30%

44%

9.30%

5.40%

教科担任制の授業が楽しみです。

とてもあてはまる あてはまる

あまりあてはまらない あてはまらない

児童の声

・先生がその教科のこと
がよく分かっているので、
分かりやすい。

・たくさんの先生と交流で
きて話す機会が増えた。

・中学生になって教科に
よって先生が代わること
に不安がなくなった。

前回アンケートより、1.2ポイントUP

４今後に向けて３成果と課題２今年度の取組
１教科担任制推進
加配の指導体制

教科教科担任制の授業が楽しみです。



42.70%

42.70%

12%

2.60%

教科担任制になって勉強がよく分かるように

なりました。

とてもあてはまる あてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

前回アンケートより、9.3ポイントUP

４今後に向けて３成果と課題２今年度の取組
１教科担任制推進
加配の指導体制

61.30%

34.70%

4%

教科担任制になっていろいろな先生と話す機

会が増えました。

とてもあてはまる あてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

前回アンケートより、13.1ポイントUP

４今後に向けて３成果と課題２今年度の取組
１教科担任制推進
加配の指導体制



30.70%

30.70%

29.30%

9.30%

教科担任制になって分からないことや困った

ことを相談できる先生が増えました。

とてもあてはまる あてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

前回アンケートより、9.1ポイント
UP

４今後に向けて３成果と課題２今年度の取組
１教科担任制推進
加配の指導体制

57.30%
29.30%

9.30%

4.10%

中学生になって教科毎に先生が代わることに

対して、不安がなくなりました。

とてもあてはまる あてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

前回アンケートより、12.8ポイントUP

４今後に向けて３成果と課題２今年度の取組
１教科担任制推進
加配の指導体制



昨年度と本年度の2学期末テストの結果を比較した。
どの教科においても前年度より、概ね学力の向上が見られた。

学力の定着度について
理科社会科算数科国語科

思判表知技思判表知技思判表知技思判表知技

85.886.285.888.166.784.290.891.8令和５年度

79.486.981.581.366.177.984.588.1令和４年度

6.4-0.74.36.80.66.36.33.7前年度比

４今後に向けて３成果と課題２今年度の取組
１教科担任制推進
加配の指導体制

成果
① 学力向上
・授業交換及び専科の担当する教科において、昨年度

と比べて学力の向上がみられた。
② 授業力UP

・同じ授業を3回することで、授業改善ができ授業力が
高まった。

・深い教材研究をすることにより、系統的な指導を行う
ことができた。

・担当教科が減ることにより、教材研究を深めることが
できた。

③ 時間の確保
・担当教科が減ることにより、時間に余裕ができた。
・学年の児童に対する理解が深まった。
・担当教科が減ることにより、成績処理が早くなった。

４今後に向けて３成果と課題２今年度の取組
１教科担任制推進
加配の指導体制



課題
① 担当以外の教科への不安
・授業を行わないことによる授業力の低下に

不安がある。
② 担任との関わりの減少
・担任の授業が減り、不安な児童がいる。

③ 行事の際の時間割調整
・行事の際の時間割調整が困難。

④ 緊急の場合の児童対応
・他学級の授業に出ている場合、配慮が必要

な児童への対応が難しい。

４今後に向けて３成果と課題２今年度の取組
１教科担任制推進
加配の指導体制

４ 今後に向けて

• 学力の定着状況を計画的に測定し、授業改善に生かす
システム作りを行っていく。

• ５年生における教科担任制をどのように取り組むかに
ついて検討する。

４今後に向けて３成果と課題２今年度の取組
１教科担任制推進
加配の指導体制


